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第 10巻 2号（通巻 23号） 

２０１6年 3 月 18 日発行 

国立沖縄工業高等専門学校 

メディア情報工学科 

学科近況 

推薦選抜、専門実習による入試を無事終え、卒研の最終発表を行います。いつもの学科便りと異なり

年度末のいま、便りをしたためています。この便りをお届けするタイミングは学期末のため、期末試験

を終えて目にされると思います。推薦選抜、専門実習による入試では、メディア情報工学科への尽きな

い夢を語る多くの受験生と出会いました。彼らの期待に沿うべく高専生活を一層充実させようと、心を

引き締めたところです。 

 本年度の進路も執筆時点では、全員決定ではありませんが、ほぼ全員が希望の進路を実現されました。

特に東京大学への進学者が出たことは特筆に値します。彼は、高専入学後も向学心に燃え、卒業後のス

テップアップを実現しました。皆さんもそれに続いていただきたい。角田先生が本年を最後に退職されま

す。この場をかりて、メディア情報工学科創設よりのご努力に感謝の意を表します。 

（学科長：姉崎 隆） 

 

各学年の話題（１年生） 

つい先日入学したと思っていましたが、もう 1

年が過ぎようとしています。入学後、夏までは学

校・寮生活に慣れず、戸惑っている様子が見られ

ましたが、夏休みが明けて以降は、殆どの学生が

沖縄高専に馴染んでいたように思われます。 

6 月以降の学校行事としては、5月に行った第 1

回学科別よろず相談会の第 2 回目を 7 月末、そし

て最終回である第3回目を1月初旬に行いました。

この学科別よろず相談会とは、キャリア教育の一

環として、早い段階から 1 年生に学科への所属意

識を持ってもらうために、また、学科で行ってい

る研究とその担当教員のことをよく理解してもら

うために、本学科の各教員が自身の行っている研

究の紹介をし、それについて学生間でまとめ・共

有するというものです。1 年生のうちから、将来

どのような研究を行いたいか、そしてその研究を

通してどのように社会に役に立ちたいか、などの

ことについて考え始めてもらえたなら幸いです。 

その他の行事としては、6 月末と 1 月中旬に学

科別 LHR を行いました。前者では論理的思考能力

を活性化させる推理ゲームをチーム戦で行い、後

者では同じメディア情報工学科の 2 年生との合同

スポーツレクとしてバスケットボールとドッヂボ

ールの大会を行いました。いずれも大変盛り上が

り、学生たちはそれぞれリラックスして楽しんで

いました。なお、後者のスポーツレクは 2 年生と

の対抗戦を行い、1 年生は残念ながら僅差で敗れ

たものの、非常に良い試合が繰り広げられました。 

最後に学業について触れさせて頂きます。沖縄

高専では「くさび形」のカリキュラムとなってお

り、学年進行とともに専門科目の数やレベルが

徐々に増していきます。1 年生のうちはあまり勉

強せずとも十分勉強についていけたという学生で

も、2 年生からはそうはいかなくなる、というこ

とが多く出てきます。早いうちからコツコツと勉

強する癖をつけられるかどうか、分からないとこ

ろを後回しにせず、直ぐに問題解決できるかどう

かが今後の成績を左右します。春休み中に 1 年生

の科目の振り返りをするなどして頂ければと思い

ます。 

 （１年担任：佐藤 尚） 

 

各学年の話題（２年生） 

新 2 年生として迎えたばかりだと考えていまし

たが、早いものでもう年度末となりました。混合
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学級で一般科目が多い中、少ないながらも専門科

目を 1 年間通すことで、学科としての意識も向上

してきたのではないでしょうか。 

1 月には 1・2 年生合同学科別 LHR で 1・2 年生

対抗のバスケットボールとドッヂボール大会を行

いました。この学科別 LHR を取り仕切る代表と内

容を決める際は 1 年生に完勝するのだと息巻いて

の参戦でした。学科の友人と文句を言い合いなが

らも笑いあう姿を見て、学生の 1 年間の成長を感

じました。結果は僅差の勝利でした。 

学習の面では、少しずつ学生の理解の差が出て

きてしまいました。前回の学科だよりでも書かせ

ていただきましたが、ここが踏ん張りどころです。

2 年生の専門科目が礎となり高学年の専門科目、

卒業研究となります。単位を得た科目であっても、

復習が大切になります。ご家庭でも、成績表を見

ながら長期の春休みを有意義に使っていただけれ

ばと思います。 

（２年担任：玉城 龍洋） 
 

各学年の話題（３年生） 

この原稿を書いている本日２月１５日は、後期

期末試験の答案返却の第１日目です。担任として

は全員進級してもらいたいと応援し、クラスの学

生もがんばってくれていますが、成績が振るわな

かった学生は、担当教員に再試験などの指導を求

めて奔走する時期がはじまります。中学校では成

績の良かった生徒ばかりが入学している高専で、

その後は学力不振や教育課程とのミスマッチで退

学する学生が少なからずいることを 10 年以上残

念に思い続けてきました。国が定期的に行ってい

る調査（学生の中途退学や休学等の状況について，

平成 24 年度）によれば、全国の高等専門学校（学

生数 58765 人）で年間 1405 人（2.39％）、実に沖

縄高専の 1.5 校分以上の数の学生が１年の間に退

学しているそうです。この退学者率は、高校の約 

1.5％、国立大学の約 1.7％、公立大学の約 1.6％

と比べてかなり多い印象があります。また、高専

における退学理由は、「学業不振」が退学者全体の

33.6％（大学では国公私立で 10.2～14.6％）、「転

学」が 36.2％（大学では国公私立で 11.6～15.6％）、

と高専では退学者の約７割が勉強が追いつかない

ことや何らかのミスマッチを理由に退学している

ことになるのです。特別活動の中では、こうした

数字も示しながら、「大変だから」「合わないから」

と簡単にあきらめないこと、一つの課程を修了す

ることの価値、を説いてきました。成長期の５年

間は決して短いものではありません。途中で考え

が変わる学生もいて当然だと思いますし、明確に

変更先が見つかった学生は、途中で進路変更して

よいと思います。しかし、一人でも多くの学生が

卒業をひとつの自信にして、その後の未来を切り

開いていってもらいたい、と願っています。あっ

という間の１年間でしたが、授業でのかかわりだ

けでは得られない、クラスの学生一人一人と向き

合う時間があり、学生のいいところをたくさん発

見でき、楽しく有意義でした。最後になりました

が、保護者の皆様には１年間、クラスの運営に協

力して下さいましてありがとうございました。 

心からお礼申し上げます。 

（３年担任：西村篤） 

 
各学年の話題（４年生） 

4 月からは高専本科最終学年となります。5年に

なると卒業研究があります。昨年の 11 月に既に研

究室配属は済ませています。卒業研究は高専で学

んだことを総合的に応用する能力と、自ら研究計

画を立てそれを遂行する力が試されます。また、

社会では最も大切だといわれる報連相が求められ

ます。高専本科最後の 1 年間を有意義に過ごして

欲しいものです。また、これから 7 月末までは進

路を決める大切な時期です。進学希望の人は受験

対策をしっかりすること。これにつきます。3 年

時編入試験のライバルは他校の高専生です。この

ことを銘記して勉強してください。就職希望の人

は自己分析と企業研究をして採用選考に臨む必要

があります。配属された卒研担当の教員と相談し

ながら進路を慎重に決めてください。企業の採用

の状況は沖縄高専設立以来最もよいと感じていま
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す。とはいえ、就職活動をしないと内定を得るこ

とが出来ません。積極的に就職活動しましょう。 

（４年担任：正木 忠勝） 

 

＜インターンシップについて＞ 

4 年生は、前学期の夏休み期間を利用し、全員

が企業等のインターンシップに参加させて頂きま

した。今年度は県内 13 ヶ所、県外 14 ヶ所の企業

等に参加させて頂き、全員が怪我や事故等もなく、 

無事に終了することができました。参加した学生

たちにとって、普段経験することのできない貴重

な体験をさせて頂き、大きく成長できた事と思い

ます。後学期に入りすぐに開催したインターンシ

ップ報告会では、学生自らが研修を通して学んだ

ことや感じたことなどを報告しました。具体的な

自分の職業としての手ごたえを得た学生もいます

が、基本的な働くということの大変さや大切さな

どの意義を感じてくれたことが、何よりの経験で

はなかったかと思います。改めて、参加させて頂

いた企業様や関係者の皆様には心より御礼申し上

げます。また、支えてくださった保護者の皆様に

は、ご支援とご協力に深く感謝いたします。 

（４年副担任：鈴木 大作） 

 

各学年の話題（５年生） 

学級状況 

 1 月 27 日・28 日に「卒業研究発表会」が開かれ履

修者全員が口頭発表をしました。1年間をかけて取り

組む卒業研究は学生自身の研究であり、主体的に考

え・行動することが求められます。精一杯取り組め

ば、研究の内容や結果がどうであれ、学生自身にと

って大きな成果が得られると私たち教員は実感して

います。口頭発表で試行錯誤の結果を自分の言葉で

発表している姿を見ると、得られた「目に見えない」

成果も今後に活かしていくだろうと期待を持ちます。

一方、なんとなく 1 年間をしのいだ学生にはどこか

で達成感を味わえることを祈っています。さらに、2

月の上旬には全員が卒業研究報告書を提出し卒業研

究を無事に終えることができました。 

 学生から卒業旅行、卒業パーティー等、卒業とい

う 2 文字を聞いたり、次のステップの準備の話を聞

いたりする時期になりました。嬉しさと不安とが入

り混じって落ち着かない様子ですが、5年間の思いを

後輩に伝えたり、支えてくださっているご家族に感

謝の気持ちを伝える機会を持ってほしいと思います。 

（５年担任：太田 佐栄子） 

 

その他の話題 

コンテスト等の受賞実績 

今年度のメディア情報工学科の学生は様々なコ

ンテストに挑戦しました。受賞したものを紹介し

ます。 

■  ACM-ICPC 国際大学対抗プログラミングコン 

テスト 

・国内通過、アジア大会出場: 

与那城有（専攻科 1 年） 

當眞ジェイソン翔（5年） 

 

■  ET ロボコン沖縄地区大会 

・ベロッパー部門 プライマリークラス競技 

部門優勝、全国大会出場: 

安里眞夢（2 年） 

玉那覇壱世（2年） 

垣花周（1 年） 

 

■ 高専プログラミングコンテスト 

・自由部門 企業賞: 

生田輪太郎（4年） 

春木竜聖（4 年） 

清水梨玖（3 年） 

森永駿介（2 年） 

・競技部門 特別賞: 

与那城有（専攻科 1 年） 

渡嘉敷真優（4年） 

又吉純次（2 年） 

伊佐信人（1 年） 

呉屋愛惠（1 年） 

■ パソコン甲子園(11 月) 

・モバイル部門 ベストアイディア賞: 

   島袋瑞樹（3 年） 
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潮平諒也（2年） 

 ・プログラミング部門 審査委員特別賞: 

   又吉純次（2年） 

森永駿介（2年） 

 

■ CODE FESTIVAL2015 

・予選通過、本選出場: 

与那城有（専攻科 1年） 

當眞ジェイソン翔（5年） 

 

■ 情報オリンピック 

・予選通過、全国大会出場: 

   又吉純次（2年） 

 

■ うちな～ICT ビジネスプラン発表会 

・NICT 賞、沖縄情報通信懇談会会長賞： 

   島袋瑞樹（3年） 

潮平諒也（2年） 

 ・ICT ビジネス研究会キャンパス賞 

   呉屋愛恵（1年） 

金城樹里（1年） 

・IIA 会長賞: 

西原希咲（5年） 

辺土名朝飛（4年） 

當間環（3 年） 

照屋友都（1年） 

 

■  ICT ビジネスモデル発見＆発表会 

・全国大会出場 

呉屋愛恵（1年） 

金城樹里（1年） 

 

■ 起業家甲子園 

・全国大会出場 

島袋瑞樹（3年） 

潮平諒也（2年） 

 

 

 

 

 

編集後記 

学科だよりに関するご意見ご要望等がございましたら、下記   

連絡先までお知らせください。編集担当者連絡先： 

〒905-2192 沖縄県名護市字辺野古 905 

沖縄工業高等専門学校メディア情報工学科バイティガ ザカリ 

TEL 0980-55-4003（代） FAX 0980-55-4012（代） 

 


